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有孔虫から見る現在の環境〜神奈川県江ノ島周辺
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　示準化石、示相化石として使われる有孔虫から神奈川県藤沢市の江ノ島周辺の環境を調査した。 

　20年前の先行研究で江ノ島以西の海岸では有孔虫はほとんど皆無だったという結果に注目し、本当に江ノ島

の西側に有孔虫はいないのか、自分で調査して確認しようと思い、江ノ島東西の海岸で砂を採取し、双眼実体

顕微鏡を使って有孔虫を拾った。結果、東浜側では59個体、西浜側では28個体見つかった。2つの地点で

Pararotalia nipponicaやQuinqueloculina、Pseudorotalia gaimardiiなどが見つかり、江ノ島周辺は暖流及び

暖流寒流が混合するところであると確認出来た。また東側では見つけられなかったHanzawaia nipponicaを西

側で見つけることが出来た。これらの結果から、江ノ島の西東で砂の運ばれ方が異なる可能性があると考え

た。また、先行文献と比較し、採取した地点の砂の深さの違いによって、または地球温暖化の影響によって江

ノ島の西側では有孔虫を見つけることが出来たのではないかと考察した。そこで、沖縄で採取した砂も見てみ

たが、水温に差がありすぎて、江ノ島とは全く違う種類の有孔虫が見つかり、地球温暖化が原因という根拠に

はならなかった。 

　今後は地球温暖化による有孔虫の生態系への影響や江ノ島があることによる東西での海流の違いを調べてい

きたいと考えている
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